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2017-2018年度  国際ロータリーのテーマ

ロータリー：
変化をもたらす

奉仕を通じて、
皆で行動しよう 2017-2018年度

和歌山東ロータリーのテーマ

❶ 真実かどうか　　❷ みんなに公平か　　❸ 好意と友情を深めるか　　❹ みんなのためになるかどうか

2017年8月31日（木）

週報 / VOL.59 No.8
（通巻2783）

　みなさんこんにちは。盆休みも過ぎまだまだ暑い日が続きますが、本日も高温が予想されております、
熱中症に気をつけて下さい。
　地区大会はプログラムの大筋がきまり、各案内は各クラブに発送をほとんど完了しております。
　各クラブの行事報告を紹介してほしい、最優秀とほか2件が表彰されます。出すかどうかは理事会に
て決定致します。

会 長 報 告� 古屋　光英  会長

　今期松本空港R.C.との合同例会は4月12
日（木）伊勢志摩にて行う事になりました。
　近々出欠に関して事前アンケートをとら
せて頂きますのでその節はよろしくお願い
いたします。

委員会報告� 親睦委員会　赤井　雅哉  委員長

　R.I.のホームページに「My Rotary」とい
う項目があります。
　名前や所属クラブ、IDパスワードを登録
して頂くと色々な情報が閲覧できますので
是非ご登録をお願いします。

2640地区 山本進三地区副代表幹事からのお知らせ

お め で と う ご ざ い ま す

お誕生日お祝い 田原　久一さん（66才）　これからまだまだ頑張っていきます
のでよろしくお願いします。

三毛理一朗さん（96才）　佐藤愛子ではないですが90才何が
めでたい、という心境です。若い人はしっかりと元気に人
生をすごして下さい。

佐藤　義記さん（50才）　まだまだ人生長いので頑張ってい
きたいと思います。

亀田　直紀さん（51才）　自分の年も数えないとわからなく
なってきました。これからも頑張って過ごしていきたいと
思います。

大室　貴一さん（47才）　倍にしても三毛先輩に及びません
が、三毛先輩のようになれるよう頑張ります。

　いつもありがとうございます。夏休み中国の実家に帰って家族に会うことが出来
幸せでした。またTOEICの試験頑張っています。

・�2017〜2018年度　第2640地区　地区大会のご案内と記念ゴルフ大会の案内をしておりますので、早
い目に申し込みをお願いします。

幹 事 報 告� 田原　久一  幹事

米 山 奨 学 生 � 陳　芸さん
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❶ 真実かどうか　　❷ みんなに公平か

❸ 好意と友情を深めるか　　❹ みんなのためになるかどうか

卓話「なぜ、日本人はフィリピンで英語を勉強するようになったのか」� 株式会社アプリス　山口　幸二さん

ありがとうございました
村田　昌之さん	 米山奨学会記念事業で九州熊本に

（8月25日〜8月28日）行ってきます。
樫畑　友洋さん	 家内の誕生日にきれいなお花をありが

とうございました。
古屋　光英さん	 和歌山JC60周年の大会と母の三回忌

が重なり参加出来ませんでした。
	 申し訳ありません。
田原　久一さん	 本日、山口幸二さんよろしくお願いします。
三木　保典さん	 山口さん本日の卓話よろしくお願いし

ます。

〔お誕生日お祝い〕
三毛理一朗さん	 お誕生日のお祝いを頂いて。
田原　久一さん	 　　　　　 〃 　　　　　
亀田　直紀さん	 　　　　　 〃 　　　　　
佐藤　義記さん	 8月8日で50才になりました。
大室　貴一さん	 8月16日47才になりました。今後とも

宜しくお願いします。

本日の累計　69,000円（計9名10件）　〔お誕生日お祝い　104,000円　皆出席表彰　5,000円　その他　279,000円　累計額　388,000円〕

にこにこ箱にこにこ箱

■卓話「『喜寿』四方山話」
� 元和歌山県議会議員　渡辺　勲さん

■ピアノ演奏� 中井　利枝さん
バンドネオンの嘆き（JUAN DE DIOS FILIBERTO）
さらば友よ（JULIO SANDERS）

■卓話「なぜ日本人はフィリピンで英語を学ぶようになったのか」
� ㈱アプリス　山口　幸二さん

■ロータリーソング� 島　公造　ソング委員長
「和歌山県民歌」「四つのテスト」

■和歌山北ロータリークラブとの合同例会 8月22日（火） 北海道2500ロータリーEクラブ 吉田　篤生
8月25日（金） 和歌山中 R.C. 山本　進三

本日の例会� 8月31日（木） 前回の例会� 8月24日(木）

次回の例会� 9月7日（木） 18:30〜 ダイワロイネットホテル和歌山4F メーキャップ� （敬称略）

　語学留学先としてフィリピンを選ぶ日本人が急増しています。2015年には3万5千人が留学しました。
　欧米やオースとラリアと比べて、費用が安く、また、マンツーマンレッスン中心に学べるのが大きな
魅力となっています。日本人は、文法や読解には強いけれども、話すことと聞くことが弱いと言われて
います。日本国内で英語が使われる機会が少ないこと、現在の教育システムや大学入試が読み書き中心
であることが、その主要因であると考えられます。フィリピンでの語学留学は、マンツーマンレッスン

が中心であることから、リスニングとスピーキングに特化した学習が可能です。「間違った発音や文法をみんなに笑われ
ないかな」とか「人前で英語を話すのはなんだか恥ずかしい」と思っている英語学習初級者にとっては、自分のペースで伸
び伸びと学習できる環境だと言えます。
　フィリピンに来た時、「サンキュー」と「ハロー」しか言えなかった、大学生が3か月の留学後、「日常会話なら問題なく、
コミュニケーションが取れるようになりました」と語ってくれたケースもありました。もちろん、習得速度には個人差が
ありますが、フィリピンで1週間留学することは、日本国内の英会話教室に1年間通うのと同等と学習時間数とするデー
タもあります。3か月ということは、国内の英会話教室であれば、12年間通ったことになるわけです。上達するのも納
得がいきます。
　また、近年、親子留学の需要も高まっています。未就学児や小学生とそのお母さんやお父さんが、夏休み等の長期休
暇を利用して、語学学校で英語を学ぶのです。子どもは毎日5コマ〜7コマのレッスンを受け、親は午前中レッスン、午
後からは束の間のリフレッシュ―ショッピングやマッサージ、ゴルフ等を楽しみます。親子で英語のスキルアップを図
るとともに親子の絆を深めるイベントになっているようです。
　今後も日本からのフィリピン語学留学者数は増加していくと予測されます。英語の習得にはいくつも方法があります
が、フィリピン留学も視野に入れてみてはいかがでしょか。

出席報告 会員数 42名（内出席規定適用免除会員11名）

島　公造　出席委員長
8月24日（本　日） 28名/37名 75.7％
8月10日（メーキャップ後） 28名/34名 82.4％ 皆さん、出席してください。


